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１． 宇川建築計画事務所の住宅例 
 
２． おかやま緑のネットワークの活動について 
 
３． 美作産材の普及拡大について 
 



建築する場所の環境を生かし、自然の光や風、自然素材、地域の木
材を生かして、暮らしを生き生きと、健康な暮らしが可能な個性的な
住宅を豊富な経験を生かして設計しています。 
 
住まいのキーワードを「 陽・材・風・緑 」として、住まれる方の希望を

伺い「会話」を交えながら、「住む人らしい個性のある」末永く住める
住宅を提案しています。新築住宅のみでなく、増改築・リフォームも
設計しています。  

１． 宇川建築計画事務所の住宅例 
 



岡山 吹抜のある家 

工事金額に対する木材費の比 ２５.２％ 
工事金額に対する構造材の比  ８.４％ 













津山 暖炉のある家 

工事金額に対する木材費の比 ２３.４％ 
工事金額に対する構造材の比  ８.２％ 
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東日本大震災がきっかけで、より安全な住宅が求められています。また、化石燃
料の燃焼によるエネルギーの消費の増大は、CO2の排出により地球温暖化を招
くとともに、原発事故による電力消費を少なくすることが求められています。 
 

住宅の断熱性を正しく施工し断熱性能を高めると、光熱費の省エネルギー化に
つながります。  

これからの住宅で大切にしたいこと  
 
耐震性の高い住まいづくり  
省エネ性の高い住まいづくり  
長期優良住宅仕様の性能基準  
ゼロエネルギー住宅に向けての実現ー スマートハウス  
環境や健康に優しい住宅（自然素材や岡山県産木材の使用）  
 
そして、何年たっても誇りの持てる、住まいの品格やデザインが大切です。  

http://www.ugawa-archi.com/耐震性のこだわり/
http://www.ugawa-archi.com/省エネのこだわり/
http://www.ugawa-archi.com/長期優良住宅について/
http://www.ugawa-archi.com/スマートハウスについて/
http://www.ugawa-archi.com/スマートハウスについて/
http://www.ugawa-archi.com/スマートハウスについて/
http://www.ugawa-archi.com/スマートハウスについて/


最新の科学的知見に
基づき「南海トラフ」
沿いに発生する最大
クラスの地震、津波 
全面的に見直す。 
 

震源域の広さを従来
の２倍、地震の規模
をマグニチュード９ク
ラスにする。 





耐震性のこだわり 



省エネのこだわり 



２． おかやま緑のネットワークの活動について 

おかやま緑のネットワーク＜おかやま木の家推進研究会＞は、岡山の木の使用普
及をはかり、木を生かした快適で良質な住宅の実現や岡山の森林環境の保全や地
球温暖化防止に寄与することをめざした、林業・市場・製材・材木店・工務店・建築
家・団体・研究者・消費者からなる会です。  

おかやま木の家推進研究会では平
成19年から研究会・勉強会を開催し、

みんなで集まってそれぞれの立場か
ら意見を交わしながら、岡山県産材
を使った家づくりの普及活動を行なっ
てきました。 
  

 こうした活動の経緯をもとに、平成
21年度に －おかやま緑のネットワー
ク－ の認証制度を発足し、継続的・
自立的に活動を続けています。  





公共建築物等木材利用促進事業実施計画  平成23年、24年 岡山県林政課助成 

「公共建築物への県産材の供給使用と設計・施工等の課題について」  
早島町の木造公共施設の見学会及び課題検討会  平成２３年度 



岡山県内 木造公共建築物調査 
県産材の公共建物利用情報収集 平成２４年度 

ここ数年に建った木造の公共建築物 約100件ー岡山県内の行政機関に配布 



県産材の供給使用と  
木構造の設計・施工について」  
同窓会館見学会及び木構造課題検討会  
（第２回）開催ご案内  

■日 時  平成２５年２月１４日（木）１３：３０～１６：３０  
■場 所  岡山県立大学（駐車場：別図指定Ｐ 集合場所：同窓会館）  
        岡山県総社市窪木１１１ ＴＥＬ：０８６６－９４－２１１１  
■内 容  Ⅰ部．木構造見学会（県立大学 同窓会館）  
           １３：３０～１４：１５  
        Ⅱ部．公共建築物における県産材の供給使用課題検討  
パネルディスカッション  
１４：３０～１６：３０  
１）特殊木組み県産材使用の同窓会館 講師：岩本 弘光  
２）Ｈ２４年度第１回報告と今回の進め方説明  
３）パネルディスカッション   
「公共建物の供給使用と木構造」  
            設計者：県立大学 デザイン学部教授 岩本弘光氏  
            施工者：(株)あらい建設 洗井健一氏  
            県産材：岡山県農林水産総合センター 河崎弥生氏  
            コーディネーター：(社)日本建築学会 中国支部  岡山支所長 山田孝延氏  









木造の建築の可能性を探るー市販されている、普通の製材
（岡山県産材ヒノキ材120角）と普通の市販金物で建築を構
成する。  

・コストについてー見たことのない物について、心のバ  
リアーがありコストアップの要因になっている  

・市販製材品、市販金物、在来工法で木造建築は可
能である  

・木造の可能性のモデルケースとなるー木造はもっと
建築の可能性がある 、可能性が一般化を切り開く 

・木材産地から木造建築物の可能性を情報発信すべ
きである  
・木造建築物は木を見せるべきである  
・若手の木造構造設計者はたくさん育っている  
・今後地域の建築家との連携も可能である  



2012.8.25  
今年の見学バスツアーは兵庫県に行きました。  
大天守保存修理工事中の姫路城、JIA近畿支部/建築家 岩

田章吾氏の作品を作家のガイド付きで木造保育園等を巡り
ました。  

最後は西宮の酒蔵へ立ち寄ってお酒を賞味し、お土産を買
いました。  

毎年恒例の木造建築を中心としたバスツアーです。（一般参
加可：参加費 無料）  



林野庁の平成２２年度住宅分野への地域材供給シェア拡大総合対策事業 



地域材の「みまさか桧」を無駄なく有効に活用し、地域のネットワークで建てる住宅は、 
次世代に住み継がれることで、まちの景観や環境に貢献できます。 
私たちはこの岡山スタイルを提案します。 
 





この住宅では 
1 みまさか桧の構造材と県産材を使います 
2 高強度接合金物を使い、耐震性が高く次世代も暮らせる住宅を創ります 
3 岡山の気候や風土に合い地域の人と創ります 
 

特徴として 

高強度接合金物を採用することにより、住宅の耐力壁（筋交いなどの入る壁）は住宅の
外壁周りに設けることで強い住宅が実現できます。 

住宅の内部は少ない構造柱で成り立ち、将来生活スタイルの変化にも対応でき、リ
フォームがしやすくなります。 
 

使用する高強度接合金物は 
次世代型接合金物（ＫＥＳ）構法 
 



＜2タイプのモデル住宅の間取＞ 
木造2階建て 
1階床面積 67.07㎡ 2階床面積 44.71
㎡ 
延床面積 111.78㎡ （33.80坪） 
参考価格 2200万円 
約60万円/坪から実現できます 
ご希望の住宅に自由に設計できます 

 





設計：㈲KF設計 施工：㈱あらい建設 
青木邸新築工事 
建築面積：139.71㎡ 
１階床面積：128.66㎡（車庫20.34㎡含む） 
２階床面積：54.33㎡ 
延床面積：182.39㎡（車庫含む） 
 









平成24年度地域型住宅ブランド化事業  

おかやまスタイルの家 
共通仕様 
 
・長期優良住宅である 
・構造材（柱・土台・梁桁） 
 に岡山県産材1/2 以上使用 
・羽柄材に5M３以上使用 
・柱は4寸であること 
・申請時の構成メンバーを 
 採用のこと 
・勾配屋根があり軒があること 
 

地域材を生かした地域型住
宅づくり 全国３６３グループ
を採択 

地域材を活用した木造の長
期優良住宅の供給ー120万
円の助成/1住宅 



国からの補助金 120万円/棟つきます 

これから工事着工 

工事中 
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鳥取県グリーン商品認証制度ー鳥取県循環型社会推進課 

循環資源（廃棄物や間伐材等）を原材料として県内で製造され、または加工され、県
内外で販売される商品、または既に販売している商品について、一定の要件に適合
するものを「鳥取県認定グリーン商品」として認定しています。 

しまねの木認証制度ーしまねの木認証センター 

島根県の森林で生産され、島根県で製材・加工された木材製品を「しまねの木」と
して認証する。ただし、一部（芯板、添芯板）に県産材が使用されている合板、間伐
材製品（丸太のまま使用されるものを含む）などを含む。 

広島県産材産地証明システム 
広島県産材産地産地証明協議会（広島県森林組合連合会 

広島県での県産材産地証明制度は、木材流通の上流部に位置する原木市場を起
点とし、原木産地の特定に配慮するとともに、インターネットの活用により証明書を
適宜、発行できるという点で、まずは産地証明制度の普及に重点をおいた制度と
なっている。 

優良県産木材認証制度ーやまぐち県産木材認証センター 
県民の皆様に、より安心・安全な木材をお届けするため、木材の強度や乾燥度
などを検査し、品質が認められた木材を認証するです。この認証は、専門の認
証機関である「やまぐち県産木材認証センター」において行われます。山口県で
取り組む「木材の地産・地消」は、豊かな環境や地域の活性化を実現するため
の森林の分野における地域循環を目指しています。 

地域型住宅ブランド化事業では地域材の認証証明が必要 
中国地方の各県に県産材認証制度あるー岡山県は合法木材証明 
全国４５ヶ所あるー地域材名の知名度UP・ブランド化になる 



３． 美作産材の普及拡大について 



























全国（２０１２年１０月 建設経済研究所） 
２０１３年 住宅着工戸数 92.11万戸 

岡山県 平成２２年 1.02万戸 

平成２３年 10325戸 





みずほコーポレーション銀行産業調査部予想（生産年齢人口数も変数に加える） 



自民党・公明党による新政権による2012年度の大型補正予算と、経済再生を

目指す緊急経済対策の実行などによって、今後は住宅関連分野についても
様々な施策が打たれ、新設住宅着工に対し、さらにプラスに作用することが見
込まれます。 

2013年度の新設住宅着工戸数を90万戸超とする予測が増えてきています（表） 



今年は消費税導入により 
駆け込み需要あるか？ 
 
導入後住宅建設は冷え込むか？ 

・ローン減税額が増える 
・所得税が少ない人には、現金や 
商品券と交換できるポイントを配る 
・現金で買う方も減税する 
 
省エネルギー性・耐震性を高めた 
住宅を優遇 
長期優良住宅 
低炭素認定住宅 







建設請負工事契約と消費税の経過措置 



プレハブ住宅のシェア 
全国の住宅着工戸数に対するプレハブ住宅の割合、過去１０年間約１５％で推移 
最も割合が高いのは 岡山県 ２９.４％、次いで山口県 ２６.９％ 
栃木県 ２５.０％、茨城県 ２２.１％、鳥取県 ２１.７％ 







木造住宅の着工戸数 

木造住宅の着工戸数は概ね５０万戸 







木造在来工法の住宅は岡山県内の建設会社が施工が多いので、住宅建設
費用の大部分は地元経済に還元される 
ーおかやま緑のネットワーク顧問 池本県議意見 
 



大工さんの減少、高齢化が進んでいる 



在来工法の木造住宅の希望は多い 





平成２３年度 住宅市場動向調査  国土交通省 住宅局 平成２４年３月 

注文住宅は住宅取得者は３０代が半分 

リフォームは６０代が半分 



住宅展示場で購入した住宅を見つけた人が半分 
県産材を生かした住宅が見れない 







築後２０年前後の住宅リフォームが増える 



リフォームに積極的に美作材を使ってもらうー造作材の知名度UPとブランド化を進める 









木材に関する建築分野の今後の動向 

１. 長期優良住宅ー地域型住宅ブランド化事業の浸透 
 
２． 低炭素住宅ー住宅の省エネルギー化の推進 
   市場へ向け追い風になるか「低炭素住宅」 
 
３． 公共建築物等における木材の利用促進に関する法律 
   低層の公共建築物については原則としてすべて木造化 
 
４． 仮設住宅の地域材での対応 
 
５． 木材の輸出拡大 



高知県の土佐材を使った補助制度ー高知県外の住宅 

・住宅に使われる土佐材が15M3以上使用 
・のぼり旗設置 
・構造または完成見学会をすること 

工務店または設計者に手数料として10万円補助 
施主さんは高知の木を使った家具をもらえる 
モノをもらうといつまでも話題になる 



長期優良住宅について 

長期に使用するための構造及び設備を有すること 
居住環境等への配慮を行っていること、維持保全の期間、方法を定めていること 

岡山県 平成２４年 ２００１戸/一戸建て 
全国 ７８、１７０戸 新設住宅の約１割 



耐震等級２以上 
省エネ等級４ 
への対応 



JIA（社団法人日本建築家協会）元会長 
出江寛氏 

日本の建築が美しく潤いのある存在であ
り続けるよう注意しなくてはならないので
す。 
 

つまり物のなかった時代は「物」にのみ
価値がありました。けれど、そうした時代
は終わり、物のあふれかえった現代に重
要なことは、綺麗なだけではなく、美しく
「古美る」、潤いのある都市創造なのです。 

１００年、２００年と建築物が残るのは、 
単に構造が強いとか、耐久性がある 
とかのみでなく、残る要因がある。 

アメリカの住宅の平均寿命が約44年、
イギリスの住宅の平均寿命が約75年
に比べて、日本の家は平均約26年。 



低炭素認定制度は平成24年12月4日に施行されました 







全国２０万人の技能者の養成 
修了考査の実施と認定書交付 



目的ー地球温暖化防止と電力消費の抑制 









省エネ計算は面倒だが、２０２０年まで義務付けされる 



10年後の木材自給率50％以上 















全ての公共建築物において内装等の木材利用を推進 
地域材の内装材の確立とブランド化とPR、不燃材・準不燃材への対応 













大型建築物では梁桁材（大断面材）に国産材使用するには工夫が必要である 























これから増える木造公共建築物 





設計：サルハウス 
 
▼2012年11月に竣工した群馬県

農業技術センター本館の外観。
サルハウスは、この屋根工法を
改良して提案した 



公共建築物を木造で建てる場合の問題点 
おかやま緑のネットワークで意見交換 
 
・県産材の供給について 
すぐに、大量に、特殊サイズが揃えにくい 
対策例ー設計時から情報を出す 
      十分な工期を確保する 
      1年目ー木材調達 
      2年目ー工事施工 
流通について 
・設計について 
・コストについて 
・施工についてー大工の技術と人数 
・経年劣化について 
・木材保護について 
・維持管理について 
・発注側についてー認識理解不足 
 
などなど 
       



東日本大震災：命に関わる仮設住宅の結露をみんなで解決！ 

冬には最低気温がマイナス10度にまで下がる宮城

県気仙沼市の渡戸地区応急仮設住宅では、結露が
非常に深刻な問題になっていました。 

結露が命に関わるほどの問題に 

岡山県では緊急時はプレハブを調達することになっている 



仮設住宅 [木造仮設住宅群] 

木造仮設住宅 



仮設住宅団地 [釜石・平田地区コミュニティケア型仮設住宅団地] 



２０１２年１０月発行 

新潟地震においても、木造仮設住宅
の評価は高かったが、業界として準備
が出来ていなかったことが問題。 

中越地震の際も木造仮設住宅は結露
が少なく暖かかったので注目を集めた。 
 

木造による仮設住宅の建設の動きに
より、改めて地産地消による木造住宅
の必要性が再認識された。 
 

地域産材を地域工務店による住宅建
設は、地場産業の活性化に有効であ
るとともに、災害後の被災者支援や雇
用確保につながる。 
 

被災しなかった地域でも、地産地消の
家づくりのネットワークの構築は、いざ
というときのセーフティーネットになる。 
 
特集：木造仮設住宅より 
 













東日本大震災により必要になった応急仮設の建設に対応するため、国土交通省の協力要請 
により、（社）工務店サポートセンターJBNと全国建設労働組合総連合（全建総連）の団体が 
（社）全国木造建設事業協会を平成２３年９月に設立 























200戸の仮設住宅を建設するにあたって大

量の杉の乾燥材が必要となりました。筑波
大学 安藤教授はこれを供給できるのは
日本でもここしかないと、かねてより「板倉
の家」の木材供給の拠点であった、徳島県
那賀川すぎ共販協同組合に協力を呼びか
けました。 
6割の木材は徳島県産材を使用。 



今年１月長野県も締結 







岡山型仮設住宅群建設の試案 
（社）全国木造建設事業協会の「応急仮設住宅建設等を目的とした災害協定の締結に向けて」
のパンフレットのデータから作成。 

1ユニット（2住戸）を1工務店が施工 
全体を4工務店が施工担当する 
幹事工務店が共有部を施工する 

同上協会の応急仮設住宅の主な内容 
住宅タイプ 9坪/1住戸が標準、12坪やロフト付きもあり 
費用 9坪タイプ本体工事で450万円 
工期 3週間程度（うち大工工事は2週間程度） 

建設コスト 
1ユニットー１、０００万円 
4ユニットー４、０００万円 
共有部    １、０００万円 
計       ５、０００万円 
県内事業費 ２.５億から３億円 

緊急時に迅速に対応できるように、県内５カ所程度で建設実験をする。 
参加工務店1ユニット4工務店ー県内で20工務店が経験を積める。 
いつでも入手できる資材や木材で建設、工期は下記３週間でできるよう検討する。 
災害時、岡山県内だけでなく他県にも支援できるネットワークを構築する。 
県営森林公園や県市町村の公園内に建設、緊急時の応急仮設住宅として使用や 
平時はレクリエーション用バンガロー村、キャンプ村に使用。 

8仮設住戸群 

屋根付きプラザ 

通路 

通路 

スロープ 

通路 

スロープ 





私たちが暮らす日本の国土の約7割が森林です。 

森林は、豊かな水や生態系を育み、日本の環境を支えてきました。 

しかし、いまでは林業に携わる人も山村に住む人も減り、手入れが行き届かなくなり、 

森のチカラが弱まっています。   

日本の森の本来のチカラを取り戻すためには、手入れを必要とする多くの森林に、 

人が積極的に関わり、育てなければならないのです。 

また、京都議定書で日本が温室効果ガスの削減を約束した6％の約3分の2にあたる 

3.8％は、国内の森林で吸収しなければなりません。   

いまこそ、森に手を入れ、使い、育てるというサイクルを取り戻し、森林本来のチカラを 

発揮させることが必要です。 

そして、森林を再生することが森に棲む生き物や故郷の風景、伝統文化を守ることへ 

つながるのです。 

 

未来の子どもたちのために  

美しい森林づくり国民運動 
 

豊かな森林を次の世代に引き継ぐために！ 

おわり 


